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   Clinical and statistical studies were carried out on 369 infertile male patients who are 
increasing year by year visiting our clinic during the 3 years from January 1978 to Decem-
ber 1980. If divided into 5-year age groups, the highest frequency occurred in the 30 to 34 
year-old age group. 
   In the semen analysis, 23.8% of the patients howed azoospermia, nd  48.  5% oligozo-
ospermia; the testicular volumes of these patients was generally small. Pathological 
examinations of their testis revealed germinal cell aplasia or hypospermatogenesis. In the 
hormonal examinations performed, serum LH and FSH levels in azoospermic and oligo-
zoospermic patients howed a tendency to be higher than normal. 
   Follow-up studies for pregnancy were performed on242 cases. Among the 108 cases 
which we were able to study, 30 cases were able to give successful pregnancy, 17 of whom 
had been treated by clomiphene citrate, 2 by testosterone-clomiphene t rapy, and 11 were 
untreated. 
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Table3。Relatedcondition(atfirstvisit)
Year 1978 1979 1980 Tota1
KIinefelterワ5
4 3 0 7
syndrome
HypOgonadotropic
2 0 0 2
hypogonadism
Pituitaryturnor 0 1 0 1
A6・XXmale
























































































初 診 患 者231例 を精 子 数 に よ り,正 常40×106/ml
以 上,乏 精 子 症1～40×106/ml未満,無 精 子 症oと
して 分 類 し,そ の年 齢 分布 を示 した.全 体 で 見 る と22
歳 か ら51歳の 間 に分 布 して お り,も っ と も多 い の が30
歳 か ら34歳の 間 の100例(43.3%)で,こ れ を 中 心 に
漸 増 漸 減 して い る.ま た,初 診患 者 のll2例(48.5%)
は 乏 精 子 症 で,し か も,こ の うち20x106/ml未満 は
72例(64.3%)で障害 の強 い も の を多 く認 め た.な お































































































5)睾 丸 容 量(Table4)
当科 に て考 案 作製 したOrchidometer2)によ って
計 測 した 睾 丸 容 量 は,11m1未 満3)のもの が,精 子 数
正 常 群 で2例,乏 精 子 症 群 で は50例(44.6%),無精
子 症 群 では41例(74.5%o)に見 られ,造 精機 能 障 害
の程 度 とよ く相 関 した.
6)精 子一pe動率(Fig.2)
精 子 運 動 率 で は,60%以 上 を正 常4)とす る と,正 常
精 子 数50例 の うち,正 常 運 動 率 の もの は7例(14.0
%o)しか な く,43例(86.O%)は正 常 以下 で あ った.
この こ とに よ り,精 子数 のみ な らず 精 子運 動 率 も妊 娠
の重 要 な成 立 因 子 で あ るこ とが 再 確 認 され た.
7)既 往 歴(Table5)
男 子 不 妊 症 患者 の既 往 歴 で は,耳 下 腺 炎 が28例 と も
っ と も多 く,つ ぎに 鼠 径 ヘ ル ニア13例で あ っ た.化 学
物 質 曝 露 に よ る もの16例あ っ た が,内 容 は シ ク ロヘ キ
サ ン,シ ンナ ー.ガ ソ リソな どで あ った.し か し,不
妊 症 と の因 果 関 係 は 不 明 な もの が 多 い.
8)睾 丸 組 織 像(Table6)
睾 丸 生 検 を79例(34.2%)に実 施 した.乏 精 子 症 で
はhypospermatogenesisが多 く,無 精 子 症 で は ,
germcellaplasiaがもっ と も多か った.
9)精 嚢 腺 造 影(Table7)
精嚢 腺 造 影 を78例(33.5%)に実 施 した.53例 に 異
常 所 見 を認 め なか った が,発 育 不 全9例,嚢 胞 状 拡 張
ll例,閉塞5例 を認 め た,
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Table6.Pathologicaldiagnosisandspermcount
Spermcount NormalOligospermiaAzospermiaUnknownTotal
Normal 0 4 3 0 7
Hypospermat㎎enesis 1 24 15 2 42
SpermatOgeniCarrest0 0 4 0 4
Germcellaplasia 0 2 23 1 26
Total 2 36 37 3 79
Table7.Roentogenologicalfinding
Spe「mcount Normal OligospermiaAzospermiaUnknown Total
Normal 2 24 2 53
Underdevelopment0 5 3 1 9
Cysticformation0 4 1 0 5
Dilatation 0 2 4 0 6
Obst「uction 0 0 5 0 5
丁otal 2 36 37 3 78
lO)テス トス テ ロ ンと ゴナ ド トロ ピ ン(Fig.3～5)
男 子 不妊 患 者136例 の 血 清 テス トス テ ロン濃 度,
LH濃 度,FSH濃 度 を測 定 した5).血 清 テス トス テ
ロン濃 度 は,無 精 子 症 群,乏 精 子 症 群,正 常 精 子 数 群
と も 平 均値 に 有 意 の差 は 認 め ら れ な か った.血 清
LH濃 度 で は,無 精 子 症 が 他 の も の よ り高 い傾 向 を
示 した.血 清FSH濃 度 は,無 精子 症 で は広 い 分布
域 を示 し,概 し て高 濃 度 を と る傾 向 を 示 した.
11)ホル モ ン療 法(Table8)
当科 外 来 では,Clomiphene療法5,7)Testosterone
rebound療法8-13),Testosteroneclomiphene療
法14)がお こな わ れ て い るが,1978年か ら1980年の3
年 間 に 受 診 した 全初 診 患 老 では,Clomiphene療法 が,
93例(40.3%)とも っ と も多 く実 施 され て い る.
追跡予後調査
1978年か ら1980年まで の3年 間 に 当科 不 妊 外 来 を 受
診 した 全 患 者242例 に対 して,ア ンケ ー ト方 式 に よる
追 跡 予 後 調 査 を お こな った.そ の うち 返 答 の あ った
108例の み に つ い て こ こで取 り扱 う.108例の うち 妊 娠
を 認 め た もの が30例(27.8%)あ り,Clom三phene
療 法 を 受 け た60例の うち17例に,Testosteroneclo-
miphene療法13例の うち2例 に 妊 娠 を認 め た.な お,














































男子 不 妊 症 は近 年 増 加 傾 向に あ り1・15・16)将来 も増 加
す る も の と推 測 され る.近 年,男 子 不 妊 症 に 対 す る患
者 の認 識 が 高 ま り,内 分 泌 学 的 検 査,睾 丸 生 検,精 嚢
腺 造 影 な ど の検 査 が 以 前 よ り容 易 に お こな え る よ うに
な り,治 療 法 が 決 め や す くな って きた が,先 に も述 べ
た よ うに 造 精 機 能 障 害 に よ る もの が も っ と も多 い た め
に,治 療 の中 心 は 薬 物 療 法 とな って い る.し か し,現
在 の とこ ろ,確 実 に 有 効 とい う薬物 療 法 は な く,当 科
で は,Clomiphene療法6・7),Testosteronerebound
療 法8"13),Testosteroneclomiphene療法14),をお
こな うい っぽ う,現 在,カ リ ク レ イ ン療 法17-20),












































































18.6 9.5 ⑪ 。3 os。3%





Pregnancy 17 2 0 ll 30cases
No-pregnanqy43 11 6 18 78cases



































山口地 方会において報 告 した.
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